
 1 

令和５年度 学校運営連絡協議会実施報告書 

 

１ 組織   

 （１）東京都立葛飾商業高等学校 学校運営連絡協議会（定時制課程） 

  （２）事務局の構成 副校長、経営企画室長、主任教諭１名 計３名 

  （３）内部委員の構成 

      校長、副校長、経営企画室長、教務主任（主幹教諭）、生活指導主任（主任教諭） 

      進路指導主任（主幹教諭） 計６名 

  （４）協議委員の構成 

          近隣中学校長、警察署員(生活安全課)、消防署員(警防課)、区職員(子ども応援課)、

地区民生・児童委員、地区青少年育成委員、同窓会役員、ＥＰＴＡ役員 計８名 

 

２ 令和５年度学校運営連絡協議会の概要 

  （１）学校運営連絡協議会の開催日時、実施方法、出席者、内容 

 

①第１回 令和５年６月２２日（木）開催 校長室 

・内部委員６名、協議委員６名出席 

〈内容〉 

１ 学校長挨拶及び協議委員委嘱状交付      校長  

２ 委員紹介（別紙「委員名簿」順に自己紹介）  副校長 

各委員から自己紹介をいただく 

３ 令和４年度学校経営報告（別紙）        

４ 令和５年度学校経営計画 (別紙) 

５ 防災教育推進について（別紙） 

生活指導部の報告の中で説明 

６ 各部の現状と課題（別紙） 

（１） 経営企画室（別紙）    経営企画室長 清水 幹也 

（２） 教務関係（商業科を含む） 教務主任   益本 光章 

（３） 生活指導関係       生活指導主任 小嶋 一生 

（４） 進路指導関係       進路指導主任 中安 基之 

各分掌から今年度の指導方針や目標を報告 

 

   ②第２回 令和５年１１月１５日（木）開催 校長室 

・内部委員６名、協議委員４名出席 

〈内容〉 

１ 校長挨拶            校長 小川 孝 

２ 防災教育推進について 

防災教育の継続をお願いしたい。また、真剣度が伝わった。 

３ 各部の現状と課題 
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（１）  経営企画室        経営企画室長  清水 幹也 

生徒数減少に伴い、修学旅行の入札に向けて検討する。 

（２） 教務部          教務主任    益本 光章 

学校見学会に生徒会が参加するのは良い。 

（３） 生活指導部        生活指導主任  小嶋 一生 

学校行事が盛んになっている様子が見れらた。 

        このまま、伝統として引き継いでほしい。 

（４） 進路指導部        進路指導主任  中安 基之 

４ 学校評価アンケートについて 

アンケートの取り方を工夫してみてはどうか？ 

     ⇒取組自体を知ってもらいながら、アンケートする手法 

５ 意見交換 

 

   ③第３回 令和６年２月１６日（金）開催 校長室 

・内部委員６名、協議委員３名 

〈内容〉 

１ 校長挨拶         校長 小川 孝 

２ 令和５年度学校経営報告について 

３ 各部の現状と課題 

（１） 経営企画室        経営企画室長  清水 幹也（欠席） 

     令和６年度改修工事及び授業料・給食費無償化について 

（２） 教務部          教務主任    益本 光章 

検定に向けた勉強や取得時の成功体験を通して、より良い指導につなげて 

ほしい。 

（３） 生活指導部        生活指導主任  小嶋 一生 

「パトラン」をはじめとした各種活動を生徒にも地域にも PR してほしい。 

（４） 進路指導部        進路指導主任  中安 基之 

読書活動の充実と併せて、職業やキャリアに関する読書でも良いのでは。 

４ 学校評価アンケートの集計結果について 

それぞれの分掌や担当における業務をオープンにしたらよいのでは。 

５ 防災教育推進について 

  突発的な事態を想定した避難訓練を年一回程度で実施してはどうだろうか。 

６ 意見交換 

  （２）評価委員会の開催日時、内容、その他 

     第１回 令和５年１１月１５日（木） 

      学校評価の基本方針の確認、アンケートの内容・回収方法、実施時期等検討 

     第２回 令和６年２月１６日（金） 

      学校評価アンケート結果を分析した資料を協議委員に確認していただき、意見聴取 
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３  学校運営連絡協議会による学校評価（学校評価報告） 

   （１）学校評価の観点 

    ・本校の教育活動への満足度を調査することを目的として、教育指導体制・学習指導・ 

・生活指導・進路指導(キャリア教育)・特別活動・体罰及び不適切な指導・いじめ対 

策・健康安全指導・防災教育などについての実態把握と課題の発見 

・生徒、保護者、教員、協議委員別にアンケートの項目を揃えて実施し、評価結果を 

比較分析 

  （２）アンケート調査の実施時期・対象・規模 

    ・１月 生徒   全学年(３７人) 

    ・１月 保護者  全学年(３６人兄弟重複 1 人除く) 

    ・１月 教職員  １５人 

・１月 協議委員及び近隣住民 ２４人 

  （３）主な評価項目 

     学校評価アンケートは協議委員・生徒・保護者・教職員別とした。評価項目の内容は、

本校の日常の教育活動への満足度を調査することを目的に、教員指導体制・学習指導・

生活指導・個に応じた相談体制・進路指導（キャリア教育）・特別活動・健康安全・防災

教育・環境衛生などとした。また、教員・保護者・協議委員に「ワーク・ライフ・バラ

ンスの推進」に関する項目を設定した。 

  （４）評価結果の概要及び結果の分析  

１．本校の教育活動は生徒の学校生活が楽しく充実したものに、なっていると思いま 

すか。 

保護者は評価が高かったが、肯定的な回答の割合が生徒 75％・教職員 66.7％と 

やや低かった。 

２．教職員は互いに協力して教育活動に取り組んでいると思いますか。 

教職員の否定的な意見や「分からない」の割合が高く来年度への課題と考える。 

３．教職員は、わかりやすい授業や教え方をしていると思いますか。 

生徒・保護者・教職員ともに評価は概ね高く、昨年度課題となっていた点は解消 

されてきた。 

４．本校での学習や検定試験などが、生徒の将来に役にたつ指導になっていると思い 

ますか。 

生徒・保護者・教職員ともに肯定的な評価が 80％を超え、高評価であった。 

５．本校は、読書活動の充実に積極的に取り組んでいると思いますか。 

生徒・保護者・教職員ともに否定的な評価が多く、特に生徒の「あまり思わない」

25.0％「まったく思わない」36.1％と否定的な意見が多くあり、昨年度からの改善

があまり見られなかった。 

６．本校では生徒の社会規範や市民道徳を守る意識を育てる生活指導が行われている 

と思いますか。 

生徒・保護者・教職員ともおおむね良好な回答が多かった。保護者の「分からない」

割合が高い。 
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７．本校は、生徒の抱える悩みやいじめに適切に対応していると思いますか。 

生徒・保護者・教職員ともおおむね良好な回答が多かった。保護者の「分から 

ない」割合が高い。 

８．本校には、進路に関する情報や資料が整っていると思いますか。 

保護者・教職員の肯定的な割合があまり高くなかった。保護者への情報発信に 

課題がある。 

９．本校は、生徒の進路の希望や適性に応じた、適切な進路指導を行っていると思い 

ますか。 

質問８同様に、保護者への情報発信や教職員間の情報共有の仕方を工夫したい。 

10．本校では、部活動が活発に行われていると思いますか。 

概ね良好な回答が多かった。 

11．本校では、学校行事が活発に行う工夫がされていると思いますか。 

概ね良好な回答が多かったが、教職員の「まったく思わない」が 13.3％、一層 

の工夫が必要である。 

12．生徒の健康管理や防災教育及び交通安全指導の充実に積極的に取り組んでいる 

  と思いますか。 

   概ね良好な回答が多かった。 

13．本校の敷地内や校舎内の清掃は行き届いていると思いますか。 

学校施設の老朽化などもあり、否定的な意見も見られた。 

14．本校は、体罰のない指導をしていると思いますか。 

概ね良好な回答が多かった。 

15. 国や都が働き方改革に取り組んでいることを知っていますか。 

（ライフ・ワーク・バランスの実現を図っていますか。） 

保護者の認知度はあまり高くなかった。教職員の否定的な回答もあり働き方改革 

を進めたい 

 

４  学校運営連絡協議会の成果と課題（学校の自己評価へ反映） 

  （１）学校運営連絡協議会を実施して得られた成果 

・警察の方から、自転車事故の現状を聞くことができ、乗車時のヘルメット着用の重

要性を再認識できた。 

・消防署の方から、本校の防災訓練に一定の評価をいただき、さらなる防災教育の充

実に向けた活動を推進する。 

・今年度は地域の民生委員に協力をいただき、地域住民からの回答を増やすことがで

きた。 

・今年度も同窓会の協議委員から、アンケートを実施する際の学校の教育活動の周知

方法の提言を受けた。 

 （２）学校運営連絡協議会を実施して明らかとなった課題 

    ・今年度も学校案内やホームページの充実を図ってきたが、本校の教育活動の認知度は

低く、広報活動の一層の工夫が必要である。 
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    ・学校評価アンケートで保護者や地域住民から、「わからない」という回答も多かった

ため、学校の教育活動を周知する方法の改善が必要であると再認識できた。 

 

５ 学校運営連絡協議会及び学校評価を活用した教育活動の改善事項（学校経営計画へ反映） 

  （１）学校運営 

    ・学校満足度の向上 

    ・将来社会で活躍できる人材育成を推進し、夜間定時制の役割を果たす 

  （２）学習指導及び進路指導 

・チャレンジできる資格の幅を広げ、資格取得の推進に一層取り組む 

・基礎学力のさらなる定着を図り、社会に貢献できる人材を育成する 

  （３）特別活動 

    ・部活動の充実、学校行事の一層の発展 

    ・全学年の交流を図り、コミュニケーション能力を育成する 

  （４）生活指導 

    ・ボランティア活動や地域貢献を推進し、規範意識の向上に努める 

    ・外部機関とも連携し教育相談体制を強化する 

    ・防災教育の充実 

 

６ 「学校がよくなった」と考える協議委員の割合 

   （１）協議委員人数 ８人 

   （２）学校がよくなったと答えた協議委員の人数 

そう思う 
多少そう 

思う 

どちらとも 

いえない 

あまりそう 

思わない 

そう 

思わない 
無回答 

５ １    ２ 

   

７ 職員会議及び企画調整会議への協議委員の参加実績及び成果 

  【実績】  なし 

 

８ その他 

 

以上 


